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凱 救 《費|ナ饉うヾ才t慈 令 》

人むヒで、降人として鳥ずべき驚壕 をヽしたザマ }∫ ず人のことな、律法

の藩ギ鸞家ほぐ4祟塊 ヒ浚ヒ∫ξ、「 その人 (I卜愛戯人)争 瞬 :ナ た人 」で
｀
ある

と。現子＼メtDぶ≧ヵ
｀`
ヤ燿無の予ピ械、ルカで暮普奮 11輩もfよ ′ヽ(こ の籠欝え舞(賢ソ

ード?)か論・ビて、このザマ )リ ア人のこと幸、こう栽現ヵtま す、「/湾 メ〔まそ

のス爵f燿難人ノざっチξだ|ナ 」で
｀
あると。2θ Oθ 基め携奪静畿ても、働者 11ぼ

終蝿する験魂 どして、その碁荷争動 嗜ヽ のう
で特定の「 サマ :リ ア人 」だっ

たこと|(1護一切市武ヒ浚ぐん。

1翻 籍奮罐コt額数孵止てくる「サマリア機 11関 するまも鑢どして、ユダヤ

人械釘一っ爆鶯鳶争な襄塊争撓璃ヒまぐん。彎うで
｀
す、彼らぼふ人 ltユ ダ

ャ人の難て'あ り鏡 |す るので
｀
す。

ダし
｀`
デ、ソ響モンの鬱欝傷を幾て、ィスラェルム爾1壼 鍮九lt書 戦` と、その

機一度もナみ寄ることなく`jヒ 1歯朧億 し、凛々のR線の麟篠池 となり、轟

1壼」露代のう豊繭の農ナト|と なり、1菫 う`な
｀
独上期間を除き、亀雄権ちあつたり

なぅヽったリギ、そのキ興みがなぜか、せき多こイスラスルの奪警どイヒしたサ

マ Iリ ァ|(向 |ナ らみて、1メ苺ので
｀
す。今も誉も、ユダヤ人吟蠣漕鵡理の十 it

l壼 「暮ヽ`すオ・71リ ア人」{壼一ノ鮭どして存在通なヽ`σ争て
｀
1占 .

この信会争甦拳 |こ とったのが、イェスの讐えで
｀
す。ユルサレムう`らエ

薔ず爾へのずっ焼ぼ修時でもJ鶴葬多斃夕も帯て
い
、響え:こ 出てくるような事件

(壼 執拳 ltヽ と`藍があり螢嶽ゞん。穐鳴夢奪の範狩プ短撫エルtた レムな起メスとし

ており、:疲 ぼ
｀
威̂ダ ヤ人鍮¶禽漱性があく、彎の人峰ゞi亀彙嗜き

゛
it蝿 ヽ`崚す。その

機ょ1壌書驚て
｀`
ある1減 ザのユダヤの機弯が、まノ(レ ビ人が、良得者な几て几ぬ

ふりきヒ、て繊ら

'通
り晦ぎ崚す。良褥着絞、今こぼらく装置されます。

そこlt一人のサマ リ`ア人壕ヾi亀.り 澪卜嗜`り胸まムめ爵す。地獄て
｀
イム、さな

がら1竜 、食、働蠍 1重 その暮鵞の地行人|(小ォ趣fよ 書ヽ妻て
'罐
|∫オt、 魏めて手

蓄てき費けます。f傷 1竜 このサマ )リ ア人械、その春ての費職の輿れを宿

』L lξ ヤヒ麓lこ ので
｀
し∫ξ。城ヒ違とのビト争費|ナ継く

'｀ ため|((ルカ機籍縛:25)。

賓鸞で
｀
ある¶籠性を糧めたこの鬱え話が、イエスな試みようとした律

法のキF鶴輩lt崎 して絡られ∫ξ時、1や つヾぷある「鱗人霙」め秀舞
ギ森手瞑|=な

ります。構命麓どば、諸竃て
｀
きる簿人:t濾 つヾオ́kる 変、と:携道_う もの。そう

で1賞 も`く、各≪釣人⑮鋒人と式ざり、隣人どt.r〔 の豊警オ晨奉it滅 く
｀`こと。こ

れが1やデ人|(単 綸てヽヽ4策の姿て
｀`
あ義ξどま:叡えてヽ`ます。



奪亀象 《 ,|や :(鴎 く皓 》

永範の金のノξめにも動きな`すヽゝ、人睦 |ナ 警ヒなさヽ`と説ヽ`たイニス麟

そのえでベタニアのマルタとマ )リ アの家き諸れます。神のため|(、 また

人のためlt行動すること婚、イエス漁量デ弟争範やその機の人々|(麒範

摯拳してヽ`4さ とで
｀
あり、ム.簸 1壼 その鶯恙争戒メサ懇がな|ナ ればなり戚ぐ

みノ。

イニス寺ヾその家な1簿れメξ腱目(も 、マルタ1壼 イムスをオキて咸ずノ潔》|(ゼ

ってど動き鱗す。ところが苓壌〕よ、戚f it者 の特ヽ`デ鴎蠅机率れてしま

帰ので
｀
す。イエスがその家争館れて、轄か争認デ,た

｀
す滅て
｀
の議簿仲諄縣職

械季麟蠅で
｀
す。た′ゼ、その話 11鶴 き入っノこの(1こ のふ人締蛛で

｀
はなく、体の

マ |リ アだけで
｀
し√〔。イエス械一体、疲畿鷲(灯 寧籍ったのて

｀
こょう?、読者

が一るま口つたヽヽのはそこで
｀
す。残金なうヾ与藩者は、その`灘おの内摩争輔春

ヒ鱗ヤん輛難檬的にとらえるならば、イムス1壼飾蛛の掌民のプ予イベ…

卜な赫纏鬱舞ってヽ`たの場`もヒオヽまだん。

マ :ザ ア |∫ イエスの前 |(壌 って、脅の灘 lξ疑っと零き4囃 |ナ て 建ヽ講す。鳥

理目《マキ」ア機構て咸 このためit、 あくぐく働ヽヽてヽヽ議す。曹て薇余靖人

会議で罐 争蝿 む闘竃視すねノぐ戦奮の範彎て
｀
す。嚢馨会の準機械れ諄十で

も静 f″tる のか奮かの議論は、そ孝ヽ鷲
｀`
れの教会の率哺断 it暴ねらオt4「賞

餞繊学警蒻)・"無」とな'り まヒメ(。

そ4へ 1遭 ともう`く、マルタもマ )リ アもイ∴スのための行動争亀こしてヽ`

ること|(り わ`り1ま あり崚.ぐ ん。マルタぼ春身き畿って、マ )り ずぼ聰寛審

る奪ぎ麟重して。4やで
｀
1資 なヽ`人間は、こ¢ふ罐類の行動争『‡

働キit行なうこ

とはで
｀
き載ゼん。で

｀
きなヽ`璃‖1ば、ど

｀
ちらが一つ》埋LI∫なけれifな り鱗

ゼ.ん。「 イユス輔Цあとで
｀
もう―・→度、麟ビことき露赫くださヽ`。」とゼがん

Fゴ 人の常亀録婚、聖奮の十lt i壼 なヽ`ので
｀
す。つ崚り、イ轟ス鍾けっしてマル

タ争よ昨除 してヽ`な`い11も 燿`ゆ`わらず、でルタ豫ヾ一常鏡
=(イ
スス寺`ら地警

寺`ってヽ`るのがこの場薔な吟です。

餞争雄えて赫争聰 1ヽた り、諸 りかっノ〔りすることの番手な人はノξこか

:棋 講ヽす。その場争止ち碁る「〔めitは、幾無な撥輸・も摯fな ヽヽとヽヽう人

も。聰くことの番手な人饉、畿もこ`とも、鰭亀ことも機手で
｀
す。留鬱 1磯亀

fオ てヽヽヽふことと、鳳∴詩の経イ虚魏摯心つキトリスト象爽ぼヽヽくら可
゛
もヽヽ

浚ず。李も彎のン磋|(イ 風ス(ま織 `,う |`ナ 爵ず、「』Lと ヽ`製野争斑鐘̀幹
｀`
なfヽ 為」。



飢 親 《数えら凛1メこ構り (掌叡魏鱗歳亀驀餞〕》

、ヽ講うヽら率挙篇、せ尋では家歌畿革J00ネ 摯̀i亀 うべ轟う'あ ちこちて
｀

輔饉され戚した。そ眸3年綾砕職θ tt θ皐 |て 、せ尋十が新型撥響ナウイ

ルス|(よ る人パ鼻ックlξ ∫轟ることぼ、雛 ltも 鸞鴛季爾奮通なこ`とてこノ〔。

マォンテイ>Ⅲレター 1篭 まる寧牧躍短調象の観1参 寺` らlθ 絆卜機の 1527碑ト
|(F-9ッ パの九難 ]十 :遮 |(、 ペストの大流行が亀こり重ず。
ルター it l壼 亀と、そのコキ、ヴィッサンベルク(鐘 1矢薫の創譴)の岬の人々械

j上・営》恙り、「ベストゃ凡ゃヽら崎争輩豊ること静晟ろ:〔 と、纂警魔ヽ`ること

争難 り、難鑢滋咸 |(嵐 陶ヽ`てぼ飲食争姜 |(ヒ 。……粋警試みてヽ`る」と・ヽ

ぅ省標で
｀
こ/ξ 。脅の時の彼らの管、ヽ革ぼ、Fも ヒ枠構載1、就々な守る気が

おありなら、璃`疇式
わ璃鮮itま疑らなくとも、そう |し てくメ:｀ するで

｀
あろう」とヽ`

うも路で
｀
す。こまヽ|〔峙し、ルター械警薔ヒ崚ず、「衰するえよ。・・・…基暴

もなヽ`の|(ム嵐t会 っ夕ξり、準藤姜な場聴 lt徴 ,ノ《″lす ることを逹けなぜ

、ヽ。饉常の人事きま奄すの争春機う人、と縄ビょうtt行動となfい」。ルタ
ン̂械 ベス |ヽ 争宰十の人事 it馨 えて、人々|こ分哺 り`やすく詩 りかけました。

事饉時イベ峨∫θθ与欝 |く 、ルター・は現代の成府のす針ど縄ビ事なうっ

メξえてヽ`メ(の で
｀
す。

ルター嗜ヾ鍮拳ヒノξi番瓶 fF嬌l itよ る、ルター諷のド
｀
イツ詩聖常がム始め

メξ頃、とょ亀警)入事て
｀
きノ《人 |」'嚢 だ、彎う多くばヽ`浚だん。人やデよく夕する

留警の言鸞械ご
｀
く饉かで、議もが残りって、`る鬱卸ば、マタイオ島奮奮の6

鸞ツ懇静タスTI篭 轟る「ムイ轟スが鶏争たち|モ 散えノ〔始り(=血 吟肴)」 て
｀
し

た。受ね講で
｀
予サン絡で

｀
こうヽ群 られぶこと∽なかったこの構 りの鵞素だ

|ナ 械、それ鷲
｀
れの観酔麟籍 11も 換す才tて おり、ルター |』度や、この着 りなづ|

璃してメッセージ舞 .参 りました。

た′さ、こ《》静 りの十1こ あるオ争の鞠I聴 うヾ亀用さ″ヽることが聞蠅れさ才t浚

す。それ1瞥 、「もと、神輝漿t裁 やな守る気デ淵ありなら。…・費うしてくだ

ぐるであるう」く,こ なt if、 「陣′嘘がス 11な る政口く滝 1電 も亀る`」とき|ミ「ゎ

れらは、鶏ヽヽものかられヽ`嵐fよ るヽ.」 て
｀`
あるうとヽ`う1曼尾を上ビさせて

と妻、ヽ致す。こかし、な・ぞうヽルカ輻誉輩の拳樺記槽れこは、 この問題の機
鍮がありまでん。Å11繊ぐるよりも、変鏃 警ヽ簡んずる′レカならて(1の 諸

救が、ここ1[も えてとξt威 ずぅ人事争本くヒ■、ス令きイ奪つの械、奮今彙

通、纂難の変め亀
・の幸`もと組威ヾん。


